
3.ア ー リースチユーベ ンの無核果形成           大 迫試験地

1.背 景と特徴

本県で織培されている品種はキヤンペルが基幹品種で県内はもとより、県外市場にお

いても味や品質で好評を得ている。

しめヽし、キヤンベル主体の栽培///態では規模拡大のネツクともなり、また全国的なぶ

どう栽岩の流れは、無核、早熟、大粒化の万向に進んでいる。

このような状況下で、キヤンベル収雄前の良質品種のi』現が翌まれていた。現状でtま

キヤンベルの出廻ろ前は、黒色種では岡出産に占めらね′、極早生の眠良品種の選抜がま

たれていたっ

アーリーヌチユーペンは、シベツリン処理で無核典となり、熱期促進もなされ、つ 上

品質もよい。本黒では熟期が 8月 中
～下旬とキヤンベルわ前に収産される黒色の無核果

品種として注目され苗木の導入が盛んで、新植が年々増加してきている。

しかし、アージースチユーベンについての生態や栽培特性が、導入後の日の浅いこと

から明らかにされてない。ジペレリン処理についても同様で現状はデラウ
エヤに準 じて

行っている。無核果生産を前提にこの品粒を取り上げようとしていることから、こ
の方

法の安定的r/4理法を確立する必要があり、処理時期の検討を行った結果の概要をとりま

とめたので参考資料として紹介 したい。

2.試 験成績の概要

(1)試 験課題名   ア
ーリースチユーベンのシペレリン処理

(2)試 哉年次、場所 昭 和 50年 、大追町亀ケ篠、野田

(3)試  験  方  法

ア 供 誤 闘 : ア ーリ
ースチユーベン8年 生、短惜弱走 2本主枝

イ 供 試薬剤 : ジ ペレリン100ppm(21回 処理とも )

ウ 処 理方法 : デ ラのシペ処理に準ずる (浸 演処理 )

工 試 験区 (処 埋日)

満開観行日荻
死班里       18日    16   14    12  _ 10

野 1 回   6月 1日   6月 3日   6月 う日  6月 7日
^ 6月 9日 :

第 2 週         6 月 2 7 日

(註)降 雨日処理になった満開前 14日 と 12日 処埋日はtジ
ベ処理とli33時に

ハ トロン紙袋を技せ、翌日に除いた。
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オ 房 の制限 : 副 穂除去 第 2回 処理時

補粒も摘穂 7月 22日 (15宇 17車 )

力 区   制 : l区 主枝 1本 (う ち供試房30～ 50)3区 制

r4)試 験結衆

ア 第 1回ロジペ処理時の捜乗状況は6.3枚 (満開 10日 前)～
8。8枚 (満開 10日

前)の 巾がみられ、満開 14日 前では■9枚 、この時期の日平均増葉量
は0。3枚で

'あった。

イ ジ ベ処理による生育の状況は、開花で2～ 3日 早まり、成熟は 18日 促進された。

ウ 収 穫果の調奄結果

ケ)果 房重は無処理に比べ大きい。この傾向は処理時期の早い程大きVト

“ヽ 呆房長!ま処理によって長大になった。このうち10日 前が分った。

働 着 粒数,ま14日 前区が多く、10日 前区が分ったが、他の区では無処理との差

は認められなわfった。

衛 無 核果の発現は 75%以 上で、無処理に比べ極めて高かった。また 14日 前
が

最も低かったが、これはジペ処理時の降雨に起田するものとみられた。

抑 処 理日による実実糖度の差はみられなかった。

の 呆 粒竜ほジベ処理によって 1夕以 L果重が大きく、とくに無核果での肥大
が顕

著であった。

御 果 形はジペ処理に去って卵形になり、10日 処理区がとくに卵形度が高かった。

また、有核果は無核果に比べ、卵形度合は小さいが、外観的には区別できない

程度であうた。

3.主 要成果の具体的データ         、

幕 1表  果 実調査                         i

処
ふ母
目果房重
r角

果房長

筋

l 房 当 り 糖   度   %

紬０
無核果粒
(働
同を拷 無核果 【麟＊

有核果

満開 18日 前

1 6

1 4

1 2

1 0

無  処  理

958.6

94見 0

331.2

9 1 2 . 6

291,6

241.6

1 2 3

20.0

1 8 . 2

, 8

1 7 2

1'4

8■ 9`

8曳 2

90.8

70,9

6曳 7

81.4

72:8

73.7

68,3

60。0

54 5

H . 2

8 3 . 0

86.5

7'2

846

82.9

1 ■8

1 8 . 9

1 7 8

1 & 0

1 7 8

1 7 4

22.6

1 6 . 2

1■1

16.2

16.5

16.0

1 ■2

1 7 0

1 ■9

1 7 6

1 7 1

29 1
18.2)**
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(註)処 理i果 : 収 穫 8月 25日 、調査8月 25日 、
26日 、28日

来処理果 = 収 懐、調査 9月 7日   す

* … ………収穫調査 8月 18日

**… ………  ″  9月  5日

第 2麦  呆 径調査

一 粒 重 ( 7 )    粒 径     ( め

処
理
日 田
  平
  核   禄    平   マ     沓

核

 号      有 【 否
、

亥
             ョ ョ問左比 タテ ヨ ヨ問左比均  果   果  タ テ ヨ ヨ 胡在比 タテ

満開 1 8 日前  4 0  3 . 9  4 2  1 . 9  1 . 6  1 . 1 6  1 . 9  1 . 6  1 . 1 8  2 . 0  1 . 7  1 . 1 4

1 6       413   43   4.2   2.1   1,7   1.20  2.0  1.7  1.18  1.9  1.7  1.13

1 4    4 1  4 0  4 1  1 . 9  1 . 7  1 . 1 7  2 . 0  1 . 6  1 : 1 9  1 . 9  1 . 7  1 . H

1 2    4 4  4 ダ  4 7  2 . 0  1 . 7  1 . 1 7  2 . 0  1 . 7  1 . 2 0  2 , 0  1 . 8  1 . 1 4

l o    4 5  4 6  4 8  2 . 1  1 . 7  1 . 2 2  2 . 1  1 . 7  1 . 2 1  2 . 1  1 , 8  1 . 1 7

無 " L 担1 3 ・1 1 ・4 3 . 2 1 , 6 1 . う1 . 0 0 1 . 1 1 . 1 1 . 0 6 1 , 7 1 . 6 1 . 0 7

弟 3装  処 理時の生育調査

処 理 医  無 処 理 区 .

処    項

連  択 目 樽 長 藤 教 _果 屋量 (効  船
長 翻  果 房長 (効

日    (筋 ) (杖 ) 籍 1房 第 2房 (何 ) 00 嘉 1房 第 2房

満開 1 8 日 前  3 6 . 2   6 。3   曳 6   4 1  3 7 5   6 . 3  曳
8   4 4

1 6      40,3    71    ■ 0    曳 8  43,6    ■ 4  74   抗 8

1 4      50,3    ■ 9   '7    71  50.0    8!0  8.2   6.8

1 2     5 7 2   8 . 8  1 0 . 3   ■ 9  5 4 8   8 . 5  ' 1   ■
3

l o      62.2    8.6   10.0    ■ '  60.5    '0  '8   79

平       i均   4'2    77 ′   8.5   6.4  4'2   78  8,1   6.4
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電4 表生 態 調 査

開花始

月 °日

Yin開期

月 日

水廻り期

月  日

着色始

月 日

成熟期

月 日

満開 18日 前

1 6

1 4

ャ 1 2

1 0

無  処  理

6. 16

16

16

1'

16

1 8

6。 17

17

17

17

17

19

7 2 6

2 4

2 7

2 6

2 7

128.

仏 2 8

2 7

2 8

2 8

2 8

1 98.

8. 18

18

18

18

18

5,

4 考 察

(1)ジ ペ処理時期rま、第 1回 目は満開 12～ 16日 前頃とみられる。また第 2回 目はデ

ラ同様満開 10日 後でよい。

(2)第 1回 目処理時期の把握として、新浦の農葉程度が、75枚 ～8.5位の時期にあた

るが、なお他品種の比較としては、デラウエヤより若千満開期が遅れる程度なので、

これを一つの目安としてよい。なお樹勢や樹令によっての違いがあると思われるので

検討を続ける。

(3)者 木当時の無核果発現には振れが大きく、明らかにされないが、やや機目の新惜を

選わで処理するのがよい。

後ヽ 新 鮮が帯化、分液する性質が強く、これらは処理前に調整、整理する。

6)ジ ペ処理によって果房が大きくなるので、第 1回 目処理前に副穂の除去を行い、さ

らに開花前に花種の切りつめや着房数の制限を行う。 (ユ 3が あた ,20～ 25房 )

に〕 処理果fま果粒が卵形となり、肥大もよくなるので、果粒の密着程度はキヤンベルの

魔級クラスの日房として、1房重は 300～ '50夕 B字 数は 15車 前後にするのがよい。

(7)処 理果`ま、着色の上りの書いこ協味の抜けが遅れるので、完全に着色してから幾分日

をおいて収護するのがよいぅ

G  ヽ処 理によって腕粒はやや少なくなるが、日持ち,ま5日 程度 (F降 なみ )と みられる

ので、鮮度保持に注意 したい。
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